
1

本⽇は、お忙しいところ、当社の決算電話会議説明会にご参加いただき、ありがとう
ございます。また、平素は当社事業につき、ご理解・ご協⼒を賜り、厚く御礼を申し上げます。
それでは、ただいまから2018年3⽉期 第3四半期決算について説明させていただきます。

最初に、⾜元の⾃由化の状況について説明いたします。
都市ガスについては、2017年12⽉末時点で30万件以上スイッチされており、これは⼤変
⼤きな数字と認識しています。加えまして、家庭⽤以外の分野でも競合が激しくなっており、
ガス事業が置かれた環境は⼤変厳しいものがあります。第4四半期以降も厳しい事業環境
は継続すると考えています。

⼀⽅で、電⼒についても競合が激しくなっており、事業環境が厳しいことにかわりはありませ
んが、電⼒供給件数が2018年1⽉30⽇時点で約56万件となったことは、⼤きな成果であ
り、今後も継続して電⼒契約の獲得に努めてまいります。

次に、決算のポイントについて説明いたします。
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3ページをご覧下さい。
2018年3⽉期 第3四半期は、前年から増収・減益の決算となりました。
売上⾼は、ガス事業におけるスライド影響や電⼒販売量の増加等により、前年と⽐べて
12.7％増収の9,095億円となりました。
経常利益は、スライド影響等によるガス事業粗利益の減少等により、前年と⽐べて
15.4%減益の503億円となりましたが、スライド影響を除きますと、家庭⽤ガス販売量、
電⼒販売量の増加等により、前年と⽐べて13.9％増益の494億円となりました。
ガス販売量について、総販売量は、前年を0.7％上回る60億600万⽴⽅メートルとなり
ました。
⽤途別に申し上げますと、家庭⽤は、離脱の影響がありましたが、気⽔温が低く推移した
影響等から、前年を5.7％上回る12億7,500万⽴⽅メートルとなりました。
業務⽤等は、発電設備の⾃社電源化や離脱等による減少がありましたが、お客さま設
備の稼働増加や需要開発が進んだこと等により、前年並の47億3,100万⽴⽅メートルと
なりました。
連結の電⼒販売量は、卸・⼩売の販売量が共に増加したことにより、前年を23.3％上
回る77億3,000万kWhとなりました。
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4ページで、2018年3⽉期の通期⾒通しに対する進捗を、セグメント別に説明いたします。
国内エネルギー・ガスのセグメント利益は、家庭⽤ガス販売量の増加、スライド影響等に
より、想定を上回って進捗しております。
国内エネルギー・電⼒のセグメント利益は、電⼒販売量の増加等により、想定を上回って
進捗しております。
海外エネルギーのセグメント利益は、北⽶IPPの権益売却に伴い損失が発⽣したこと等に
より、想定を下回って進捗しております。
ライフ＆ビジネスソリューションのセグメント利益は、概ね想定通りに進捗しております。
セグメント利益全体では想定をやや上回って進捗していますが、ガス、電気の国内エネル
ギー事業は第4四半期が最需要期であり、気温の変動影響が⼤きく、その変動を⾒通す
ことが難しいこと等から、通期⾒通しの変更はおこなっておりません。
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5ページに、販売関連の実績をまとめております。
お客さまアカウントが2017年3⽉末時点から23万件増加し、823万件となりました。
ガス事業における離脱がありましたが、LPG事業の再編、ガス事業での新設、電⼒契約
の獲得等により増加しました。
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次ページには、決算数値をお⽰ししています。
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7ページには資産・負債項⽬、主な財務指標の実績をお⽰ししています。
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8ページに、成⻑投資実績をお⽰ししています。

成⻑投資の実⾏額は483億円で年間計画に対して40％の進捗です。
内訳について、国内エネルギーは206億円で主に発電所への投資を、海外エネルギーは
157億円で、参画済案件への継続投資を、ライフ＆ビジネスソリューションは119億円で、
主に都市開発事業への投資を実施しました。



9

9ページにはセグメント別実績をお⽰ししています。

10ページ以降には、売上⾼・経常利益について、前年差異の要因分析資料等をお付け
しておりますので、後ほどご覧下さい。

以上で、2018年3⽉期 第3四半期決算についてのご説明を終わらせていただきます。
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